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「お互いを知り、お互いを大切にする」環境作り
看護学科

精神看護学、精神保健学、働く人のメンタルヘルス
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メンタルヘルス、Civility、CREWプログラム。コミュニケーション、テレワーク
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コロナ禍以降、職場におけるコミュニケーションの不足や、従業員同士の社会的関係性の
変化が顕在化しています。こうした課題への対応策として、関係性の質の向上を目的とし
たCREWプログラムが注目されています。本プログラムは対面での実施を基本としていま
すが、テレワークを実施している職場において、Web会議システムなどのICTツールを活
用した「オンラインCREWプログラム」の導入を提案しています。対面式とは異なる特性
を踏まえ、クラウド上での文書共有や記録管理など、オンライン環境に適した工夫を施し
ながら、効果的な実施体制の構築を目指しています。

• 働く人のメンタルヘルス
• Civility, Respect, and Engagement in the Workplace (CREW) プログラム
• 心のサポーター養成研修

などをテーマにした講演、研修会

• 職場におけるCREWプログラムの実践
• 職場におけるオンラインCREWプログラムの開発
• 心のサポーター養成研修に関わる研究

私の研究テーマは、「お互いを知ること」を起点として、人々が相互に尊重し合い、安心
して共に働くことのできる関係性と、あたたかく包摂的な組織風土の構築/醸成を目指す介
入研究です。主に職場環境を対象として、信頼関係の構築や心理的安全性の向上に資する
プログラムの開発と実践を行っています。ありのままでいられる場や、他者とのつながり
を実感できる職場風土は、個人の能力や多様性を活かすことができ、組織全体のウェル
ビーイングも高まると考えます。
最終的には、このような介入研究が不要となるほど、すべての人が「自分はここにいてよ
い」「私は受け入れられている」と自然に感じられるような、信頼と尊重に満ちた社会が
実現されることを期待しています。


